
手千曲市議会だより
No.101 

1 月臨時会
3月定例会

令和 8年 5 月 1 日発行

んなの

みずかみふなやま たけみなかたのかみ かんじょう

千曲市戸倉の水上布奈山神社。諏訪大社より建御名方神を勧請して当地の鎮守として
崇拝されている。もとは諏訪社と呼ばれていた。現在の本殿は1789年の再建。寅と申の

年には御柱の祭りが行われる。題材が豊富な彫刻は豪壮であり、千曲かるたにも採用さ

れている。
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予算特別委員会の質疑ではここに5主目
A
シ
テ
イ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
は
、
市
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
事
業
。

市
の
知
名
度
を
上
げ

る
こ
と
は
何
よ
り
肝
要

で
あ
り
、
全
市
で
取
り

組
む
。

Q
対
外
的
に
、
ど
う
工
夫
を
し
て
広
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

Q
シ
テ
イ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
我
が
ま
ち

が
発
信
す
る
大
事
な
も
の
で
、
千
曲
市
を
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
う
プ
ロ
モ
—
シ
ョ
ン

な
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確

に
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

A
シ
テ
イ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
秘
書
広
報
課

だ
け
で
は
な
く
、
観
光
や
子
育
て
も
含
め
全

体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

A
今
後
、
修
正
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
職
員

が
す
る
も
の
の
、
大
き
な
変
更
は
想
定
し
て

い
な
い
。
ま
た
事
業
の
進
捗
に
よ
っ
て
今
後

予
算
要
求
す
る
こ
と
は
財
政
当
局
と
話
し
て

い
る
。
本
事
業
の
事
業
手
法
は
、
た
E
O
_
+

D
B
方
式
「1
ー
d
ーh
如

で
、
ま
ず
運
ゎ
ー
J
t

営
事
業
者
冷
針
ば
＿

閏
疇
，

そ
こ
か
らh
-
,
a

岳ー

用
地
翼
収
ー

な
ど
に
入
f
F
`

憾
ヽ

っ
て
い
く
°
J
l

注目の事業
小学校給食費無償化事業

2 億1,213万 7 千円
給食費を公費負担することによ

り、子育て世帯の経済的な負担

を軽減する。なお、保育園・中

学校給食費については、食材料

費高騰分を公費負担する。

新戸倉体育館建設事業

4 億6,177万 3 千円
戸倉体育館をPFI方式（民間資金、技術、経営能力

の活用）にて建て替え、令和 10年開催の国民スポ
ーツ大会会場のほか、災害時には避難所や物資輸

送拠点として利用できるよう整備する。

0全体外観図（イメージ）

建設候補地は①に決定

Q
本
事
業
費
が
昨
年
よ
り
減
額
さ
れ
た
理
由
は
゜
＿
＿
Q
本
予
算
で
は
、
本
事
業
に
旅
費
約

5
万
円
の

、
み
の
計
上
だ
が
、
本
事
業
の
基
本
計
画
（
案
）

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
3

月
1
6
日
ま
で

A
昨
年
は
「
T
u
r
k
ey
!
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く

今
年
は
昨
年
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
計

画
し
て
い
な
い
た
め

3
0
0

万
円
ほ
ど
減
額
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
3

月
議
会
の
一
般

し
た
。
質
問
で
多
く
の
意
見
が
出
る
な
か
、
市
長
か
ら
見
直
し
て
い
き
た
い
と
の
回
答
も
あ
る
。

基
本
計
画
（
案
）
が
で
き
て
い
て
、
今
後
様
々

な
修
正
が
入
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
、
ま
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い
る
と
思
う
が

ど
う
な
る
の
か
。

令和 8年度会計別予算
( ）内は前年度対比

一般会計

338億円 (+6.8%)

A
1
2
棟
あ
る
建

物
す
べ
て
が

老
朽
化
し
て

い
る
た
め
、

今
後
設
計
業

者
と
補
助
金

を
使
い
な
が

ら
計
画
的
に

検
討
し
て
い

く
。

戸倉保育園改築事業

6 億1,900万円
老朽化が進み耐震性が低い園舎の建て替えを行い、
安全・安心な保育環境の確保を図る。

0全体外観図（イメージ）

稲荷山重伝建 1日米清商店

Q
書
の
土
地
取
得
に
つ
い
て
、
4
4
1
0

万

円
は
千
曲
市
土
地
開
発
公
社
が
所
有
者
か
ら

買
っ
た
金
額
と
同
じ
か
。
ま
た
、
今
年
度
に

公
社
か
ら
土
地
を
買
う
必
要
性
と
、
今
後
の

プ
ラ
ン
は
あ
る
か
。

A
令
和
6

年
度
に
公
社
が
購
入
し
た
金
額
は

4
2
0
0

万
円
、
市
が
購
入
す
る
金
額
は
事

務
費
5

％
を
加
算
し
た
4
4
1
0

万
円
で
、

今
な
ら
国
の
補
助
金
を
使
え
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
旧
米
清
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行
い
4

、

5

社
が
興
昧
が

あ
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
未
定
。

Q
建
物
は
相
当
に
老
朽
化
し
、
整
備
に
は
1
0
億

円
以
上
か
か
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
早
く

手
を
つ
け
な
い
と
倒
壊
の
危
険
も
あ
る
が
。

※EOl+DB方式：運営事業者 (EO|) と設計・施工業者 (DB) が設計段階から参画し、技術や運営
ノウハウを設計に反映させる事業手法。

特別会計

国民健康保険特別会計

54億449万7千円 (+0.5%)

介護保険特別会計

56億3,516万4千円 (+1.0%)

後期高齢者医療特別会計

12億1,634万 1 千円 (+13.2%)

公営企業会計

下水道事業会計

52億7. 116万5千円 (+2.2%)

水道事業会計

4億4,456万 1 千円（△3.4%)

3
 

千曲市議会だより No.101 No.101 千曲市議会だより 2
 



■ 全員が賛成した議案
議案名

千曲市下水道事業受茫者負担に関する条例の一部を
改正する条例制定について

千曲市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例
制定について

千曲市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例制定について

千曲市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す
る条例制定について

議案名

長野広域連合規約の一部の変更について

大田原横手辺地に係る公共的施設の総合整備計画
の変更について

人権擁護委員候補者の推薦について

千曲市のこんなことが決まりました。
■会期 1 日 (1 月30日）r 1 月臨時会の議案はJ

■ 全員が採択とした請願

請 願 1 宿泊税の使途を協議する組織を設立して、多くの意見を反映した事業の立案を求める請願
市長提出議案…………………•• 2件

■ 継続審査となった議案

'千曲市地域振興施設整備基金条例制定について

三·令和7年度千曲市一般会計補在予算の議定
（国の補正予算に伴う物価高騰対策事業など、総額9億5,800万円
を追加するもので、一人1 万円の生活応援券などに充てられます。）

■ 賛否が分かれた議案 ※〇：賛成●：反対※議長は可否同数の場合のみ表決権があります。（議長：20番金井文彦）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 
議員名

坂 堀 宇 早 林 田 聖 宮 中 JII 

I 
ーI弔= 大 中 前

i 
和

雇̀  舟 貪ロ 内 田 志 中 澤 下 村 嶋 沢 澤 村 田 田 議決結果
JI I 屡 多 き 原

土 太 弘 圭 秀 目 繁 恒 敬 更 洋 置 み 塁 斎議案名 Eコ

子 司 郎 樹 明 彦 信 子 子 晃

令和 8年度千曲市一般会計予算の議定に

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
. 
゜
I 
゜
. 
゜
. 
゜ ゜ ゜ ゜

ー原案可決（賛15、反3)
ついて

令和 8年度千曲市国民健康保険特別会計

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
. 
゜ ゜
. 
゜
. 
゜ ゜ ゜ ゜

ー原案可決（賛15、反3)
予算の議定について

Q
こ
の
基
金
の
積
立
目
標
額
は
。

A
 

’’ 

• 

道の駅モデルプランA

AQ 
地
域
振
興
施
設
と
は
、
何
を
想
定
し
て
い
る
か
。

民
間
活
力
を
導
入
し
て
整
備
す
る
地
域
振
興
施
設
の
こ
と
で
、

限
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

【
そ
の
他
の
調
査
事
項
】

市
長
に
出
席
を
求
め
、
「
地
域
防
災

拠
点
・
道
の
駅
基
本
計
画
（
案
）
」
の

集
中
審
査
を
行
っ
た
。
委
員
か
ら
は
、

規
模
が
小
さ
く
な
い
か
、
交
通
量
が

少
な
く
集
客
力
が
疑
問
、
年1
8
0
0

万
円
赤
字
の
計
画
は
問
題
、
な
ど
の

質
問
が
相
次
い
だ
。
市
長
か
ら
は
、

パ
ブ
コ
メ
や
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え

て
計
画
（
案
）
を
修
正
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

道
の
駅
に

ま
だ
目
標
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
決
算
状
況
を
見
な
が
ら
積
み
立

て
て
い
く
。

地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
を
含
む
公
民
連
携
に
よ
る
地
域
振
興

施
設
の
整
備
に
充
当
す
る
た
め
、
市
は
新
た
に
基
金
を
設
置
す
る

条
例
案
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
市
が
公
表
し
た
「
地
域
防
災
拠

点
・
道
の
駅
基
本
計
画
（
案
）
」
に
懸
念
点
が
多
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
本
条
例
案
を
採
決
せ
ず
、
継
続
審
査
と
し
た
。

千
曲
市
地
域
振
興
施
設
整
備
基
金
条
例

を
継
続
審
査
に

■会期 28日間 (2 月 17日～ 3 月 16日）

3 月定例会では、令和 8 年度一般会計予算を含む議案30件と、
請願 1 件を審議しました。

■ 全員が賛成した議案
講案名

千曲市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例制定について

千曲市屋代駅市民ギャラリ一条例の全部を改正する
条例制定について

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部
を改正する条例制定について

千曲市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について

千曲市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

千曲市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

千曲市保養センタ一条例の一部を改正する条例制定
について

千曲市介護保険条例の一部を改正する条例制定につ
いて

千曲市下水道条例の一部を改正する条例制定について

千曲市下水道事業等の設置等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

議会日程

議案名

千曲市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例制定について

千曲市上山田公民館力石支館条例を廃止する条例
制定について

令和 7年度千曲市一般会計補正予算（第 7 号）の議
定について

令和 7年度千曲市国民健康保険特別会計補正予算
（第 3 号）の議定について

令和 7年度千曲市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 2 号）の議定について

令和 8年度千曲市介護保険特別会計予算の議定に
ついて

令利 8年度千曲市後期高齢者医療特別会計予算の
議定について

令利 8年度千曲市下水道事業会計予算の議定につ
いて

令和 8年度千曲市水道事業会計予算の議定について

長野市及び千曲市における連携中枢都市圏形成に係る
連携協約の一部を変更する連携協約の締結について
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寸
———
-E- = 酬り

このような理由で
賛成 •反対しました。

令和 8
 
年 I 度 般 会計 I 予 I 算 採決結果：可決

【
そ
の
他
の
調
査
事
項
】

長
野
千
曲
総
合
技
術
新
校
の
校
地
は

未
定
だ
が
、
実
習
農
地
を
確
保
で
き
な

い
と
更
級
農
業
高
校
に
傾
く
可
能
性
が

高
い
。
委
員
か
ら
、
校
舎
と
農
地
を
同

じ
場
所
に
確
保
で
き
る
更
埴
中
央
公
園

隣
接
地
に
同
新
校
を
誘
致
す
べ
き
、
と

の
提
案
が
あ
り
、
市
長
に
見
解
を
問
う

た
。
市
長
か
ら
は
、
校
地
は
現
在
の
屋

代
南
高
校
を
考
え
て
い
る
、
実
習
震
地

は
校
地
に
近
い
千
曲
市
内
ま
た
は
長
野

市
で
確
保
す
る
、
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

高校再編に向け計画が進む屋代南高校

令保］：ぃ；~I康 採決結果：可決

A
 令

和
7

年
度
＿
般
会
計
補
正
予
算
の
う

ち
、
白
鳥
園
の
指
定
管
理
者
に
対
す
る

光
熱
費
補
助
金
に
つ
い
て

現
在
の
白
鳥
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
は
、
令
和

3

年
4

月
1

日
か
ら
令
和
8

年
3

月
3
1日
ま
で
。
令
和
2

年
度
の
公
募
時

点
で
は
そ
の
後
の
光
熱
費
高
騰
を
予
測
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

令
和
3

年
度
と
令
和
7

年
度
を
比
較
し
た
と
き
の
増
加
分
お
よ
そ

1
3
5
0

万
円
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
。

他
の
入
浴
施
設
は
白
鳥
園
と
指
定
期
間
が
異
な
り
、
す
で
に
指
定
管
理
料

に
光
熱
費
の
高
騰
分
を
算
入
し
て
い
る
た
め
。

A
 千

曲
市
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集
落
排

水
事
業
に
関
係
す
る
条
例
を
一
部
改
正

す
る
4

議
案
に
つ
い
て

令
和
8

年
度
か
ら
倉
科
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
を
廃
止
し
、

公
共
下
水
道
事
業
へ
統
合
す
る
た
め
の
改
正
で
、
震
業
集
落
排
水

に
つ
い
て
、
加
入
金
ま
た
は
分
担
金
を
納
付
し
た
地
元
区
民
が
、

公
共
下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
を
納
付
し
た
と
み
な
す
こ
と
や
文

言
及
び
数
字
を
改
め
る
内
容
で
あ
る
。

千
曲
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例
に
基
づ
き
排
水
施
設
を
新
設
し
た
方

は
、
千
曲
市
下
水
道
条
例
に
基
づ
き
新
設
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

Q
農
業
集
落
排
水
を
公
共
下
水
道
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
新
た
に
利
用
者
の

支
払
い
は
発
生
す
る
の
か
。

A
 
新
た
な
支
払
い
は
発
生
し
な
い
。

農
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
加
入
金

ま
た
は
分
担
金
を
納
付
し
た
方
は
、

公
共
下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
を

納
付
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

今
ま
で
は
加
入
金
と
い
う
も
の
を

納
付
し
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
今

後
は
受
益
者
負
担
金
と
し
て
納
付

し
て
い
た
だ
く
。

小
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
で
2

億
1

千
万
円
や
、
保
育
園
と
中
学
校

給
食
費
負
担
軽
減
事
業
や
母
子
免
疫
R
S

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

事
業
と
、
年
々
増
え
続
け
る
扶
助
費
に
も
し
っ
か
り
と
対
策
し
た
予
算
で
、

そ
こ
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
物
価
高
騰
で
年
金
だ
け
で

暮
ら
す
高
齢
者
の
国
保
税
の
負
担
は
大
き
い
。
国
保
税
に
一
般
会
計
か
ら

繰
出
し
を
す
る
べ
き
。
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
保
険
証
な
ど
番
号
の
紐
づ
け

が
行
わ
れ
高
齢
者
に
と
っ
て
リ
ス
ク
が
あ
る
。
値
人
番
号
カ
ー
ド
に
反
対
。

環
境
整
備
事
業
基
金
は
千
曲
市
に
来
て
い
る
競
輪
事
業
の
基
金
で
あ
る
。

当
初
、
地
区
へ
の
地
域
還
元
金
は
3
0万
円
の
契
約
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

7

万
円
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
で
認
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

令
和
8

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や
交
通
の
要
衝

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
の
持
続
的
発
展
を
図
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
進
展
に
よ
り
市
税
収
入
は
過
去
最
高
と
な
り
、
清
泉
大
学

農
学
部
の
開
校
準
備
な
ど
若
者
定
住
に
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
歳
出

で
は
、
保
育
園
改
築
や
給
食
費
無
償
化
、
治
水
対
策
、
ス
マ
ー
ト

I
C

整

備
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
投
資
が
着
実
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

産
業
連
携
道
路
や
都
市
計
画
道
路
の
整
備
な
ど
、
市
民
生
活
の
利
便
性
向

上
に
直
結
す
る
事
業
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
災
害
リ
ス
ク
の
高

ま
り
に
対
応
す
る
治
水
・
防
災
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
る
点
も
重
要
だ
。

一
方
で
、
公
共
施
設
再
編
や
地
域
防
災
拠
点
整
備
基
本
計
画
（
案
）
の

見
直
し
な
ど
課
題
も
あ
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
市
民
生
活
向
上
と

未
来
へ
の
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
予
算
で
あ
る
と
判
断
し
賛
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
の
令
和

4

年
の

統
計
で
は
国
保
加
入
者
の
平
均

所
得
は
一
人
当
た
り

9
6万
円
で

協
会
け
ん
ぽ
や
組
合
健
保
を
大

き
く
下
回
る
が
、
保
険
料
は

4

人
世
帯
の
同
じ
年
収
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
約

2

倍
で
あ
る
。
全

国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
は
、

公
費
投
入
・
国
庫
負
担
増
で
国

保
税
引
き
下
げ
を
国
に
求
め
て

い
る
。
一
方
で
国
民
健
康
保
険

税
の
引
き
下
げ
の
た
め
に
税
金

を
使
う
の
は
他
の
医
療
保
険
加

入
者
に
は
二
重
払
い
と
の
意
見

も
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
保
険

は
企
業
が
保
険
料
の
半
分
を
負

担
す
る
が
、
国
保
は
雇
い
主
に

よ
る
負
担
が
な
い
と
い
う
構
造

的
な
歪
み
が
あ
る
。
公
費
負
担

を
や
め
れ
ば
、
未
納
者
が
増
え
、

無
保
険
状
態
の
人
が
医
療
に
か

か
れ
ず
最
終
的
に
は
公
費
で
賄

わ
れ
る
生
活
保
護
費
や
医
療
扶

助
費
の
増
大
を
招
く
。
国
保
税

が
高
す
ぎ
払
い
た
く
て
も
払
え

な
い
人
が
大
勢
い
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
が
な

い
た
め
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
。

Q
市
営
入
浴
施
設
の
う
ち
、
白
鳥
園
の
み
が
対
象
に
な
る
理
由
は
。

農業集落排水事業倉科浄化センター

Q
農
業
集
落
排
水
施
設
の
利
用
者
へ
の
影
響
は
。

呵＃

r 経済建設 問
常任委員会

厄i
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【
地
域
資
源
の
活
用
】

①
煉
捨
棚
田
の
市
の
連
携
と
対
応
は
。

g
川
嶋
敬
信

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
】

情
報
公
開
と
住
民
参
加
の
促
進

会
派
を
代
表
し
た
議
員
が
、
市
長
の
施
策
方
針
や
予
算
方
針
に
対

し
て
行
う
質
問
。
毎
年

3

月
の
定
例
会
に
お
い
て
実
施
。

i
 

大
項
目
ご
と
に
一
問
一
答
方
式

再
質
問
は
1

つ
の
大
項
目
に
つ
き
2

回
ま
で

千
曲
市
議
会
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
各
議
員
の
顔
写
真
の
下
に
あ
る
二
次
元
コ

ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
そ
の
議

員
の
一
般
質
問
の
動
画
を
視
聴

で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
動
画
は
一
般
質
問
の
約2
週

問
後
か
ら
配
信
さ
れ
ま
す
。
）

代
表
質
問
の
概
要
で
す
。
質
問
の
詳

細
と
答
弁
に
つ
い
て
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
の
重
要
な
政
策

【
防
災
対
策
】

①
災
害
時
の
避
難
場
所
と
な
る
学
校

体
育
館
の
空
調
設
備
の
検
討
状
況

は
。

②
松
く
い
虫
被
害
の
影
響
に
よ
る
急

斜
面
で
の
土
砂
崩
落
対
策
は
。

【
教
育
政
策
】

①
保
育
園
・
小
学
校
等
の
整
備
の
前

倒
し
を
。

②
保
育
園
・
学
校
の
適
正
規
模
や
対

応
の
検
討
・
実
施
は
。

③
清
泉
大
学
と
市
内
事
業
者
と
の
連

携
は
。

【
福
祉
政
策
】

①
高
齢
者
向
け
の
政
策
は
。

②
障
が
い
者
の
福
祉
政
策
の
見
直
し

オ
5
0

【
経
済
政
策
】

①
公
民
連
携
事
業
の
状
況
は
。
観
光

局
と
の
連
携
・
役
割
分
担
は
。

②
蝶
捨
に
一
茶
の
句
碑
へ
の
支
援
は
。

③
森
将
軍
塚
古
墳
周
辺
の
歴
史
あ
る

地
区
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
は
。

【
協
働
で
創
る
ま
ち
】

①
市
民
と
の
協
働
・
共
創
の
具
体
的

な
進
め
方
は
。

②
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
ま
ち

づ
く
り
と
は
。

行
財
政
改
革

【
組
織
体
制
の
見
直
し
と
縦
割
り
行
政

の
解
消
】

【
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
イ
ン
フ

ラ
整
備
】

【
情
報
公
開
】

①
市
の
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供

す
る
環
境
づ
く
り
は
。

②
区
や
自
治
会
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
は
。

③
財
政
の
将
来
推
計
と
予
算
に
乖
離

が
あ
る
が
。

【
住
民
参
加
の
促
進
】

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
数
が
少
な

い
が
今
後
の
対
応
は
。

【
環
境
保
護
】

環
境
保
全
と
景
観
維
持
は
。

一
志
会

議会公式チャンネル

]■隕贋■

--------------
［千曲市議会ユーチューブ

答
弁
方
式

今
定
例
会
で
は
、

5

名
の
会
派
代
表
者
が
質
問
し
ま
し
た
。

_ 
般
質
問

原
稿
は
、
質
問
者
の
責
任

に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。

第
四
次
千
曲
市
総
合
計
画
策
定
と

人
口
減
少

A
 

人
口
目
標
に
対
す
る
施
策
の
成
果
は

A
 

Q
屋
代
小
学
校
旧
本
館
整
備
事
業

の
耐
震
工
事
の
内
容
と
再
予
算

化
は
。

A
 

A
 

A
 ン

セ
プ
ト
に
取
り
入
れ
る
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

屋代開発地区

文
化
財
保
存
活
用
と
整
備

A
 

自
由
政
策
研
究
会
暉
和
田
英
幸

「
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
型
」
の
商

業
施
設
を
想
定
。
子
ど
も
た
ち

が
考
古
学
を
楽
し
く
学
べ
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
「
育
て
・
は

ぐ
く
む
場
創
り
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
開
発
を
す
る
。

一
重
山
2

号
線
は
令
和

1
0年
度

未
供
用
開
始
時
期
が
ず
れ
込
む

見
込
み
。
一
重
山
を
越
え
る
ル

ー
ト
に
つ
い
て
は
本
年
秋
以
降

に
地
元
説
明
会
を
行
う
。

外
壁
の
内
部
に
構
造
用
合
板
や

筋
か
い
な
ど
で
補
強
し
、
屋
根

は
地
震
に
よ
る
落
下
防
止
の
た

め
に
鬼
瓦
な
ど
一
部
を
除
き
、

新
政
ク
ラ
ブ

暉
中
村
興
一

Q
千
曲
市
に
お
い
て
は
2
0
0
0

年
の
約
紅
万
人
を
ピ
ー
ク
に
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
続
い

て
お
り
、
2
0
4
0

年
に
は
約

紐
万
人
を
下
回
る
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
2
0
4
0

年
の
人
口

目
標
5

万
人
を
設
定
し
て
い
る

が
、
各
施
策
の
成
果
は
。

各
施
策
を
推
進
し
、
産
業
団
地

や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
ヘ
の

企
業
誘
致
が
で
き
、

1
0年
連
続

で
人
口
の
社
会
増
が
達
成
で
き

た
の
で
、
各
種
施
策
が
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
と
誇
識
し

て
い
る
。

Q
来
期
、
第
四
次
千
曲
市
総
合
計

画
策
定
に
あ
た
り
急
激
な
人
口

減
少
に
よ
る
大
き
な
瑣
境
変
化

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
策
定
コ

ふ

新
し
い
瓦
に
葺
き
替
え
、
建
物

の
保
全
と
安
全
性
を
確
保
す
る

内
容
と
な
る
。
再
予
算
化
は
諸

課
題
の
調
整
や
計
画
内
容
の
再

構
築
、
建
築
審
査
会
の
協
議
を

経
て
か
ら
の
実
施
と
な
る
。

発
見
さ
れ
た
遺
構
は
考
古
学
関

係
者
の
意
見
を
聴
取
し
調
査
を

行
い
、
保
存
に
つ
い
て
研
究
す

る
。

市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

戦
国
時
代
の
山
城
と
し
て
県
内

で
も
有
数
の
規
模
を
持
つ
歴
史

的
価
値
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
衆
議
院
選
挙
と
千
曲
市
財
政

0

市
政
の
基
本
方
針

0

事
業
・
施
策
の
費
用
対
効
果

〇
潜
在
能
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り人

口
減
少
は
総
合
計
画
策
定
に

お
い
て
も
重
要
な
点
と
認
識
し

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
住
民

参
加
を
通
じ
て
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
つ
つ
、
人

口
規
模
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

Q
令
和
8

年
度
当
初
予
算
は
過
去

最
高
の
3
3
8

億
円
が
示
さ
れ

た
が
、
税
収
面
か
ら
見
て
適
正

規
模
か
。

昨
今
の
物
価
高
騰
や
資
材
価
格

の
上
昇
へ
の
対
応
に
加
え
、
児

童
手
当
の
拡
充
や
来
年
度
か
ら

取
り
入
れ
る
各
種
ワ
ク
チ
ン
接

種
等
、
国
の
施
策
に
基
づ
く
経

費
を
見
込
ん
だ
結
果
、
予
算
規

模
が
拡
大
し
た
。

Q
中
期
財
政
試
算
に
お
い
て
、
令

和
1
0ー
1
2年
度
地
方
債
発
行
額

が
公
債
費
償
還
額
を
オ
ー
バ
ー

し
て
い
る
が
、
そ
の
認
識
は
。

主
要
因
は
現
在
進
め
て
い
る
新

戸
倉
体
育
館
と
千
曲
線
整
備
事

業
に
係
る
経
費
の
借
入
れ
が
見

込
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

Q
産
業
連
携
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
盤
整
備
の
状
況
は
。

A
 

Q
―
重
山
城
（
屋
代
城
）
周
辺
整

備
は
。

A
 

Q
屋
代
地
区
開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
。

A
 

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

Q
森
将
軍
塚
古
墳
周
辺
の
貴
重
な

遺
跡
保
護
は
。
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市
議
会
議
員
個
人
が
、
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
市
長
・
教
育

長
等
の
方
針
に
つ
い
て
、
答
弁
を
求
め
る
も
の
。

個
人
質
問

A
 

Q
 

_ 公
明
党

議会公式チャンネル

［千曲市議会ユーチューブ ]■渭；｛

今
定
例
会
で
は
、

1
3名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

般
質
問

原
稿
は
、
質
問
者
の
責
任

に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
も

の
で
す
。

醸
柳
澤
員
由
美

1
3校
の
体
育
館
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
学
ぶ
権

利
を
保
障
す
る
た
め
、
本
年
度

か
ら
計
画
的
に
体
育
館
に
空
調

設
備
導
入
の
準
備
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
は
児
蘊

生
徒
の
健
康
を
脅
か
す
事
態
で

あ
る
。
小
中
学
校
の
体
育
館
は

指
定
避
難
所
で
も
あ
り
、
空
調

設
備
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
令
和

8

年
度

予
算
案
で
戸
倉
上
山
田
中
学
校

体
育
館
の
空
調
設
備
実
施
設
計

費
用
を
計
上
し
た
。
今
後
も
学

校
施
設
瑣
境
改
善
交
付
金
を
活

用
し
、
計
画
的
に
設
置
を
進
め

る
。

Q
被
災
さ
れ
た
市
民
と
復
興
計
画

「
挑
戦
し
、
市
民
の
期
待
に
応
え

る
」
市
政
運
営
に
つ
い
て

教
育
活
動
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

A
 で

約
束
し
た
「
地
域
防
災
拠
点

・
道
の
駅
整
備
事
業
」
は
確
実

に
迅
速
に
目
標
完
成
年
度
を
示

す
べ
き
だ
。
さ
ら
に
事
業
者
の

声
を
聞
き
、
敷
地
面
積
は
3
h
a、

物
販
面
積
も
2
0
0
m

に
拡
大

す
る
こ
と
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
持
続

可
能
な
地
域
防
災
拠
点
都
人

の
憧
れ
の
里
」
で
、
名
前
は
「
月

の
都
道
の
駅
千
曲
」
を
提
案
す

る
が
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
調
査
を
実

施
し
た
事
業
者
と
対
話
を
継
続

し
て
い
く
。
令
和
7

年
度
中
の

計
画
案
策
定
だ
っ
た
が
、
議
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
市

民
の
意
見
を
参
考
に
時
間
を
頂

き
、
納
得
感
の
あ
る
計
画
案
に

す
る
。
内
容
の
修
正
も
含
め
、
私

も
直
接
関
わ
り
、
市
民
の
期
待

に
応
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

0

一
人
一
台
端
末
活
用
と
不
登
校
学

習
支
援
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
英
会
話
」
の
導
入

0

防
犯
カ
メ
ラ
無
料
設
置

0

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

A
 

A
 

Q
新
年
度
予
算3
3
8

億
円
の
う

ち

2
6億
円
は
基
金
の

2
4
%、う

ち
1
3億
円
は
財
政
調
整
基
金
の

3
0％
だ
。
不
確
実
性
の
中
で
、

財
政
調
整
基
金
の
3

割
を
1
年

で
使
う
の
は
慎
重
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

引
き
続
き
経
費
の
節
減
に
努
め
、

可
能
な
限
り
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
れ
を
抑
制
す
る
努
力

を
す
る
。

Q
産
学
連
携
や
地
域
貢
献
な
ど
、

清
泉
大
学
に
過
度
な
期
待
が
か

け
ら
れ
、
大
学
の
自
主
性
が
損

な
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
か
。

大
学
と
の
連
携
事
業
が
、
大
学

の
使
命
で
あ
る
「
真
理
の
探
究
」

や
「
基
礎
研
究
」
を
軽
視
す
る

も
の
で
は
な
い
と
認
識
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

Q
こ
の
補
助
金
額
は
、
令
和
5

年

度
7
7
2

万
円
。
6

年
度
は
敬

老
会
参
加
者
の
み
の
2
6
万
円
と

な
っ
た
。
7
5
歳
以
上
に
お
祝
い

を
配
る
制
度
を
続
け
て
ほ
し
い

と
、
地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
る

が
。

以
前
の
事
業
復
活
の
ご
意
見
等

は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
状
況
を

見
極
め
て
い
く
。

Q
寂
蒔
市
営
住
宅
の
当
面
の
計
画

は
。

A
 廃

止
が
決
ま
っ
て
お
り
令
和

1
8

年
度
に
は
終
わ
ら
せ
た
い
。
跡

地
利
用
は
現
在
未
定
。

家
庭
教
育
支
援
条
例
に
つ
い
て

Q
施
行
か
ら
1
0
年
。
家
庭
教
育
が

重
視
さ
れ
す
ぎ
て
お
り
、
個
人

の
尊
重
、
子
ど
も
の
人
権
、
多

様
性
な
ど
の
観
点
か
ら
問
題
だ
。

第
三
次
総
合
計
画
な
ど
審
議
会

の
議
論
に
よ
り
条
例
の
表
現
が

削
除
さ
れ
て
お
り
、
条
例
の
存

在
意
義
が
無
く
な
っ
て
い
る
が

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

家
庭
教
育
の
存
在
意
義
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て

敬
老
祝
い
事
業
一
部
削
減
の
見
直
し
を

A
 

A
 地

域
社
会
を
支
え
る
皆
様
と
直

接
対
話
す
る
貴
重
な
機
会
で
あ

り
適
切
な
支
出
だ
。
内
部
規
定

に
の
っ
と
り
運
用
し
て
い
る
。

こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
が
減
っ

た
理
由
は
。
必
ず
し
も
学
習
を

条
件
と
し
な
く
て
も
よ
い
の
で

は
。

団
体
ご
と
に
一
人
あ
た
リ
の
経

費
に
大
き
な
差
異
が
あ
っ
た
た

め
要
綱
を
改
正
し
た
。
学
習
習

慣
の
習
得
を
目
的
と
し
て
要
件

に
含
め
て
い
る
。

定
期
的
な
学
習
会
、
職
員
体
制

の
見
直
し
や
事
務
の
効
率
化
に

よ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
環
境
問
題
に
つ
い
て

0

新
教
育
長
の
方
針
に
つ
い
て

O
P
T
A
活
動
に
つ
い
て

新
政
ク
ラ
ブ

Q
基
本
計
画
案
で
は
運
営
事
業
者

の
収
支
が
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
手
法
を
含
め
、
再
検
討
す

べ
き
で
は
。

農
産
物
や
特
産
吊
・
飲
食
の
施

設
面
積
が
小
さ
い
と
の
指
摘
が

あ
る
。
収
支
計
画
も
黒
字
化
が

見
込
め
る
よ
う
市
民
の
意
見
も

聞
き
再
検
討
す
る
。

Q
事
業
完
了
年
度
や
個
別
の
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
時
期
を
明
確

に
す
べ
き
で
は
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
財
政
状
況
も
見
な
が
ら
早
め

に
示
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

0

新
幹
線
新
駅
の
要
否
に
つ
い
て

〇
少
子
化
に
よ
る
学
校
の
在
り
方
と

統
合
・
再
編
に
つ
い
て

地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
に
つ
い
て

北
川
原
晃

Q
千
曲
市
の
特
定
健
診
受
診
率
が

県
内
1
9市
中
1
位
に
な
っ
た
理

由
は
。

1 1 千曲市議会だより No.101

無
会
派

大
澤
洋
子

Q
 

市
の
交
際
費
に
つ
い
て

A
 

A
 

清
泉
大
学
農
学
部
と
の
連
携
に

つ
い
て

市
民
の
健
康
に
つ
い
て

A
 

A
 
Q
 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

財
政
運
営
に
つ
い
て

A
 

日
本
共
産
党
千
曲
市
鵬
回
暉
中
村
恒
彦

』

い
る
が
疑
問
の
あ
る
支
出
が
あ

る
。
交
際
費
支
出
基
準
を
設
け

て
は
。
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難
聴
者
へ
の
補
聴
器
の
支
援
を

Q
加
齢
性
難
聴
は
周
囲
と
の
会
話

が
難
し
く
孤
立
感
が
強
ま
り
、

結
果
と
し
て
認
知
症
や
、
う
つ

症
状
が
強
ま
る
。
補
聴
器
購
入

へ
の
支
援
を
。

補
聴
器
等
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
市
単
独
の
財
源
で

補
助
は
困
難
で
あ
る
。
県
内

1
9

市
の
半
数
が
補
助
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い

て
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

〇
避
難
所
に
ト
イ
レ
カ
ー
の
設
置
を

0

市
内
生
産
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の

宣
伝
を

0

市
内
の
建
設
を
控
え
て
い
る
建
築

物
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

A
 

A
 

Q
塁
と
今
後
は
。

現
在
は
3

件
設
置
で
7

年
度
の

開
催
は
1

回
の
み
。
市
長
直
轄

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の

す
み
分
け
を
し
な
が
ら
、
会
議

の
あ
り
方
自
体
を
見
直
し
各
事

業
の
推
進
に
努
め
る
。

令和 6年度
地域スポーツクラブ
活動体制整備事業

事例集

繋
欝
認

企
画
政
策
会
議
に
つ
い
て

A
 

A
 

児
童
生
徒
の
未
来
を
支
え
る
学
び

Q
昨
年
、
全
国
の
小
中
高
生
の
自

殺
が
過
去
最
多
に
、
ま
た
児
童

虐
待
も
増
加
し
て
い
る
。
長
野

県
は
子
ど
も
の
自
殺
対
策
先

進
地
で
、
不
安
を
可
視
化
す
る

R
A
M
P
S

（
ラ
ン
プ
ス
）
と
い

う
ツ
ー
ル
も
あ
る
と
い
う
が
、

市
教
委
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

小
中
高
生
の
自
殺
者
数
や
児
童

虐
待
件
数
の
増
加
は
、
憂
慮
す

べ
き
事
態
と
受
け
止
め
て
い
る
。

大
変
な
社
会
問
題
で
あ
る
が
、

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、
児
童

生
徒
に
対
し
て
「
あ
な
た
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
あ

ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
じ
て
自

己
有
用
感
を
育
み
、
自
尊
感
情

を
高
め
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。
R
A
M
P
S
は
今
後
研
究
し

て
い
く
。

地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
基
本
計
画

（
案
）
か
ら
明
ら
か
に
な
る
も
の
は

Q
今
年
2

月
に
基
本
計
画
案
が
公

表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
市
が

負
担
す
る
初
期
工
事
費
等
が
税

込
1
6億
6
3
2
0

万
円
（
用
地

取
得
費
、
道
路
整
備
費
等
は
含

ま
な
い
）
と
算
出
さ
れ
た
ほ
か
、

事
業
手
法
と
し
て

E
0

ー
方
式

（
独
立
採
算
型
）
＋
D
B

方
式

が
望
ま
し
い
と
し
た
。
こ
の
方

式
で
の
採
算
性
は
。

従
来
方
式
と
比
較
し
た
場
合
、

同
方
式
の
方
が
市
の
支
出
を
削

減
で
き
る
一
方
、
運
営
す
る
民

間
事
業
者
は

1

年
あ
た
り
約

1
8
3
3

万
円
の
赤
字
と
な
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
現

在
の
売
上
計
画
の
日
倍
の
実
績

が
確
保
で
き
れ
ば
黒
字
化
は
可

能
で
あ
る
。

Q
千
曲
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
（
令
和
3

年
度
改
訂
）
と

現
時
点
で
の
中
期
財
政
試
算
の

差
異
へ
の
認
識
と
対
応
は
。

歳
入
に
つ
い
て
は
値
人
市
民
税

・
固
定
資
産
税
の
増
収
、
歳
出

に
つ
い
て
は
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
る
人
件
費
や
物
価
上
昇
な

ど
が
大
き
な
差
異
の
要
因
と
認

識
。
令
和
8

年
度
予
定
の
計
画

改
訂
に
て
財
政
推
計
の
時
点
修

正
を
行
う
。

Q
第
四
次
観
光
振
興
計
画
の
策
定

に
向
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
ア
カ

デ
ミ
ー
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山

田
桂
一
郎
氏
の
活
用
は
。

地
域
活
性
化
や
シ
テ
イ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、
観
光
・
移
住
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
連
携
・
協
働
し

て
取
り
組
む
。
同
社
が
持
つ
コ

ン
テ
ン
ツ
制
作
•
発
信
力
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
す
る
。

自
由
政
策
研
究
会

坂
口
吉
一

Q
地
域
移
行
か
ら
地
域
展
開
へ
進

む
中
、
指
導
者
育
成
の
標
準
化

や
財
源
の
多
様
化
、
地
域
・
企

業
と
の
連
携
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

市
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
、

指
定
研
修
の
受
講
徹
底
、
賛
助

会
員
拡
大
や
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
周
知
、
地
域
団
体
と
の

連
携
を
進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

0

所
有
者
不
明
土
地
管
理
命
令
お
よ

び
管
理
不
全
土
地
管
理
制
度
の
活

用
に
つ
い
て

千
曲
坂
城
ク
ラ
ブ
の
次
段
階
へ
の

展
開
に
つ
い
て

A
 

Q
財
務
省
が
示
し
た
令
和
1
0年
度

見
通
し
は
財
政
の
健
全
化
へ
の

警
告
と
捉
え
る
べ
き
で
は
。

A
 

Q
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

進
捗
の
遅
れ
と
同
時
に
大
型
ハ

ー
ド
事
業
を
進
め
る
整
合
性
は
。

今
後
維
持
管
理
費
に
必
要
な
金

額
の
不
足
が
予
想
さ
れ
る
か
ら

こ
そ
公
共
施
設
の
統
廃
合
と
い

う
守
り
の
行
財
政
改
革
に
よ
り

将
来
負
担
を
軽
減
し
、
将
来
を

見
据
え
た
大
型
ハ
ー
ド
事
業
の

攻
め
の
将
来
投
資
に
よ
り
市
を

発
展
さ
せ
る
。

今
後
の
財
政
運
営
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
重
要
な
課
題
と
受
け
止

め
て
い
る
。
し
か
し
、
守
り
の

改
革
と
攻
め
の
投
資
を
同
時
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
千
曲
市
職
回
前
田
き
み
子自
由
政
策
研
究
会
林
慶
太
郎

刃
ー4
―
―

ヽ
~
一

5
•ノ• 

自
由
政
策
研
究
会

卜-̂ｭ置

【
そ
の
他
の
質
問
】

0

一
般
質
問
へ
の
そ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て

A

様
々
な
動
き
を
し
っ
か
り
結
び

つ
け
て
市
の
発
展
を
図
る
。

A
 

Q
市
が
同
社
と
清
泉
大
学
農
学
部

と
の
仲
介
役
と
な
る
考
え
は
。

A
 

Q
 

上
山
田
公
民
館
力
石
支
館
の
廃
止
に
つ
い
て

A
 

A
 

Q
ポ
ニ
ー
キ
ャ
ニ
オ
ン
社
と
の
連

携
は
。

A
 今後
の
状
況
に
よ
り
講
演
会
な

ど
の
準
備
を
進
め
る
。

外
部
人
材
、
企
業
等
と
の
連
携
に

つ
い
て

Q
信
州
千
曲
観
光
局
の
芸
者
文
化
再

生
事
業
が
「
世
界
の
持
続
可
能

な
観
光
地
T
O
p

1
0
0

選
」
に

2

年
連
続
で
選
定
さ
れ
た
。
熱
海
、

新
潟
、
金
沢
で
は
芸
妓
文
化
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
市
、
旅
館
組
合
、
商

エ
団
体
等
が
協
力
し
て
組
織
を
作

り
、
芸
者
文
化
を
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

全
国
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
研

究
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き

る
か
検
討
す
る
。

上
山
田
公
民
館
力
石
支
館
の
建
物

は
改
築
さ
れ
力
石
分
館
と
し
て
地

元
で
管
理
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
市
が
費
用
を
負
担
し
て
い
る

集
会
施
設
の
地
元
へ
の
譲
渡
は
進

ん
で
い
る
の
か
。
公
共
施
設
の
1
3

％
削
減
目
標
は
計
画
ど
お
り
進
ん

で
い
る
か
。

市
が
費
用
を
負
担
し
て
い
る
集
会

施
設
に
つ
い
て
は
地
元
譲
渡
に
向

け
て
協
議
し
て
お
り
不
公
平
に
な

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
公
共
施
設

の
1
3％
削
減
は
進
ま
ず
逆
に
3
3
%

増
え
て
い
る
。

聖
澤
多
貴
雄

A
 

芸
者
文
化
の
持
統
可
能
な
未
来
の
た
め
に

公
明
党

滝
沢
清
人

一
志
会

田
中
秀
樹

自
由
政
策
研
究
会
茄
g
原
平
心
＋
＾
郎
岬
一
志
会

宮
下
繁
明
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議会

第175回長野県市議会

議長会総会に出席

1 月 22日、第175回長野票市議会議長

会総会が松本市で開催され、金井議長、

北川原副議長が出席した。会議では、会

務報告後に議案審議を行い、 3 市から提

出された各議案について、すべて原案の

通り可決された。

宇和島市議会正副議長が

表敬訪問

2月 20日、姉妹都市である宇和島市議

会の中平議長と田中副議長が、就任あい

さつのため当市を訪問された。金井議長、

大内副市長が対談し、両市の交流を深め

た。

中平政志議長 田中秀忠副識長

活動

東信5市議会議員研修会に

参加

1 月 20日、佐久市で開催された東信5

市議会議員研修会に参加した。長野嗅立

大学の三浦正土氏を講師に迎え、自治体

議会の危機を乗り越える議会改革の方向

性についての講義を受けた。

議会改革アドバイザーによる

3議会合同議員研修会の開催

1 月 12日及び 2 月 1 1 日、議会改革ア
ドバイザーの岩崎弘宜氏を講師に迎え、
千曲市、諏訪市、埼玉喋宮代町議会によ

る合同議員研修会をオンライン開催した。
それぞれの議会が抱える課題や、議会カ
向上に関gることを議題とし、グループ
に分かれて対話検討した。
l 1 9 

占r.i 1~;

④
千
曲
市
内
高
校
二
校
の
維
持
存
続

の
具
体
的
な
形
と
は
。

A
 市で
は
、
巡
視
や
林
道
パ
ト
ロ

ー
ル
等
を
行
い
現
状
を
把
握
し
、

危
険
な
倒
木
は
伐
倒
処
理
し
て

い
る
。
桜
枯
れ
の
発
生
は
確
認

し
て
い
な
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

0

公
共
交
通
の
今
後
に
つ
い
て

Q
松
枯
れ
、
ナ
ラ
枯
れ
、
桜
枯
れ

の
市
の
現
状
は
。

よ
う
な
目
的
の
施
設
な
の
か
。

③
清
泉
大
学
へ
の
今
後
の
支
援
に
つ

い
て
。

A
 この
道
の
駅
は
『
防
災
道
の
駅
』

は
目
指
し
て
い
な
い
。

疲
弊
す
る
森
林
と
暮
ら
し
の
安
全

に
つ
い
て

の
考
え
は
な
い
か
。

②
地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
に
つ
い

て
、
地
域
と
は
ど
の
範
囲
で
、
ど
の

Q
第
三
次
総
合
計
画
で
は
防
災
拠

点
と
し
て
防
災
道
の
駅
を
目
指

す
と
し
て
い
た
の
に
、
こ
の
程

度
の
防
災
設
備
で
い
い
の
か
。

①
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
と
し
て
、

第
四
弾
ち
く
ま
生
活
応
援
券
を
選

択
し
た
理
由
は
。
次
に
千
曲
市
役

所
で
も
こ
の
応
援
券
を
使
え
る
よ

う
に
す
れ
ば
給
食
費
や
保
育
料
、

施
設
の
利
用
料
、
市
営
住
宅
の
家

賃
、
更
に
は
軽
自
動
車
税
等
の
支

払
に
も
使
え
る
と
思
う
の
だ
が
そ

地
域
防
災
拠
点
・
道
の
駅
に
つ
い
て

区
・
自
治
会
の
運
営
や
活
動
に

お
い
て
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
導

入
す
る
こ
と
は
様
々
な
場
面
で

役
立
つ
。

市
で
は
「
ス

マ
ー
ト
フ

ォ
ン
教
室
」

な
ど
を
開

催
し
て
い

る
。

A
計
画
ど
お
り
仮
設
園
舎
は
解
体

・
撤
去
す
る
。

Q
戸
倉
保
育
園
の
仮
園
舎
を
解
体

せ
ず
に
活
用
し
て
は
。

子
ど
も
の
全
天
候
型
遊
び
場
設
置

に
つ
い
て

A
 

Q
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
て
つ
な
が

り
を
取
り
戻
せ
ば
住
民
の
社
会
的

孤
立
を
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

に
て
確
誇
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
 公共
施
設
等
の
空
き
ス
。
ヘ
ー
ス

を
活
用
し
た
遊
び
場
設
置
は
慎

重
に
検
討
し
て
い
る
。

は
干
曲
市
議
会
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

区
・
自
治
会
を
活
性
化
す
る
必
要
性

に
つ
い
て

載
し
ま
し
た
。
答
弁
内
容
に
つ
い
て

Q
公
共
施
設
内
に
ち
ょ
っ
と
し
た

遊
び
場
は
で
き
て
い
る
の
か
。

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
事
項
の
み
掲

子
ど
も
の
遊
び
場
確
保
に
つ
い
て

ヽo,

無
会
派

宇
田
川
弘
子

無
会
派

早
志
圭
司

新
政
ク
ラ
ブ

堀
内
太

議会ユーチューブ

// 
視聴は

蕊頭でも
議場で傍聴できなかった方も、議会ユーチューブでいつでも、どこでも視聴できます。
（一般質問の約 2週間後から配信されます。）

疇
）
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市民の声 きかせてください！

ゞ
4
灼
S

謳
藩

一 一

_
 

5 年前から更級地区にある里山「堂の山」の整備作業を地元有志で続

けています。この頃では保育園や小学校の子どもたちが遊びに来てくれ

るようになりました。

この堂の山からは、冠着山の尾根や川東の山々の松林で年々立ち枯れ

が広がっていく様子がよくわかります。このままでは松林は全滅してし

まいます。日本遺産にも認定されている冠着山をはじめとする千曲市の

豊かな自然環境が、枯れた松でおおわれてしまうことを止めることはで

きないのでしょうか。

安曇野市では行政がリーダーシップをとり「里山再生計画推進協議会（さとぷろ）」をつく

り、諸団体が連携して里山を再生する様々な活動に取り組んでいます。千曲市でも、助成金を

出すだけでなく自然環境を守り育てることに行政がリーダーシップを発揮してほしいです。

大谷公人さん
（若宮）

_
 

松の立ち枯れに危機感 千曲市キャラクター

『あん幅』

ー

ー

湘
ヰ
＼
濯
壊
涸
＋
臣
丑
蹟
励

湘
芍
測
中
咄
＼
＋
困
丑
躍
励
蹟
珈
卦
壮
泊
湖

朧
粒
＼
蜀
滞
尻
如
宝
塙
浬
洲
陶
滞

次回6
 

月定例会予定
（会期 18日間）
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日 月 火 水 木 金 土

6/7 8 , 10 11 12 13 
本会讃

開会

14 15 16 17 18 19 20 
本会議 委員会

一般質問 一般質問 一殷員問（i臥） 総務 社会文教
（個人） （個人） 議案審議

21 22 23 24 25 26 27 

委昌会 本会議
経済建設 委員長報告

討論・採決

※議車の都合により、日程が変更される場合があります。

議会を傍聴しよう

本会議・委員会ともにど

なたでも傍聴できます。

市役所 5 階の傍聴人受付

簿に住所・氏名・連絡先を

記入し入場してください。

議会だよりについてご意見をお寄せください

『みんなの議会』のさら

なる充実をめざし、読者ア

ンケートを実施しています。

右記コードを読み取り、ご

意見をお寄せください。

議会からの回答はホーム

ページにて順次公開します。

` 
鬱
誓アンケートはこちら

木々の緑が色濃くなり、吹き抜ける風が心地よい季

節を迎えました。新年度がスタートして 1 か月、新し

い環境にも少しずつ慣れてこられた頃でしょうか。今

号の「議会だより」は第 1 0 1 号。 1 0 0 号という大

きな節目を越え、新たなスタートを切りました。これ

からも皆様に親しまれ、分かりやすい紙面づくりに努

めてまいります。季節の変わり目、どうぞご自愛くだ

さい。

（坂口吉ー）

議会広輻特別委員会

委員長

副委員長

委員

田中秀樹

林慶太郎

柳澤員由美

川嶋敬信

中村恒彦

宇田川弘子

堀内太一

坂口吉一
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